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報 道 発 表 資 料
令和元年 8 月１４日
国立国会図書館関西館

第26回国立国会図書館関西館資料展示を開催します

「お！べんとうの本」 (8/22-10/15)

外出時の携帯食を指していた弁当は、江戸時代に大いに発達し、幕の内弁当に代表される、娯楽と

結びついた“楽しむための弁当”が生まれました。駅弁、コンビニ弁当、キャラ弁にまで進化を遂げ、海

外にも広がりつつある日本の「おべんとう」。

第 26 回関西館資料展示「お！べんとうの本」では、「旅と弁当」「弁当のレシピ」「弁当の科学」「弁

当と文化」の 4 つのトピックに沿って、関西館が所蔵する、特色ある本や雑誌 100 点をご紹介します。

まもなく食欲の秋。小さなお弁当箱から広がる豊かな世界を覗いてみませんか？

○概要
開 催 期 間：令和元年 8 月 22 日（木）～10 月 15 日（火）（日曜・祝日・9/18（水）は休館）
開 催 時 間：午前 9 時 30 分～午後 6 時
展示資料数：100 点
会   場：国立国会図書館関西館 地下 1 階閲覧室

（〒619-0287 京都府相楽郡精華町精華台 8-1-3）
入   場：無料・年齢制限なし
問 合 せ 先：国立国会図書館関西館 資料案内（電話: 0774-98-1341）
U R L：https://www.ndl.go.jp/jp/event/exhibitions/kansai̲201908.html

国立国会図書館トップ＞イベント・展示会情報＞第 26 回 関西館資料展示
「お！べんとうの本」

関連講演会：けいはんな学研都市 7 大学連携「市民公開講座 2019」の 1 講座として、9 月 20 日
（金）に、立命館大学食マネジメント学部長、同学部教授 朝倉敏夫氏による講演会
「食文化研究と「弁当」～日韓の比較を例にして～」を、開催します。
詳細は、https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/kansai̲20190920.html
国立国会図書館トップ＞イベント・展示会情報＞講演会「食文化研究と「弁当」～日
韓の比較を例にして～」をご覧ください。
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○展示資料例
＜旅と弁当＞
『木曽街道六拾九次』 英泉, 広重 画, 信栄堂, 大正 9-10.
19 世紀前半に、渓斎英泉と歌川広重により描かれた浮世絵木版画の連作。
画像は伏見宿（現・岐阜県可児郡御嵩町）を描いた 1 枚で、江戸時代の旅人
が木陰で一休みし、弁当を頬張っている様子が描かれた貴重な資料である。
※画像は原本（広重 画『木曽海道六拾九次之内伏見』）をデジタル化したもの。

会場では大正時代の複製版を展示します。

「평양 도시락·서울 담배 시베리아에서 뒤섞이다（平壌の弁当・ソウルのたばこ シベリアで交わ
る）」박흥수 글·사진 掲載誌『한겨레 21』통권 1074호 (2015.8.17), pp.40-45.
海外の「旅と弁当」もご紹介。本記事は、韓国の週刊誌『한겨레 21（ハンギョレ 21）』に掲載された鉄道
旅行記で、関西館アジア情報室所蔵資料からの出展。シベリア鉄道の客車で、韓国と北朝鮮の若者達が出会
い、弁当を共にするという珍しい場面が書かれている。北朝鮮の若者が持参した弁当の写真も掲載。

＜弁当のレシピ＞

『家庭鮓のつけかた』 小泉清三郎 (迂外) 著, 大倉書店, 明 43.7.
明治時代に出版された家庭向けの寿司レシピ集。定番の太巻き寿司、稲荷寿
司の作り方のほか、握り寿司の作り方も掲載されている。ハム（又はコール
ドミート）を具にし、胡椒を効かせた「肉類細巻」はモダンで、明治時代に
このようなレシピがあったことに驚かされる。

  

＜弁当の科学＞

『市販弁当類における細菌汚染と黄色ブドウ球菌の増殖抑制に関する研究』 池亀公和 著, 1996.
国立国会図書館関西館が所蔵する、国内博士論文からの一冊。この論文は、食中毒の原因菌としてよく知
られる「黄色ブドウ球菌」を研究対象とし、市販弁当類の汚染実態、他の菌との競合・拮抗作用、カテキ
ンやナイシンの同菌抑制作用を検討したものである。

＜弁当と文化＞

『幕の内弁当の美学 : 日本的発想の原点』 栄久庵憲司 著, ごま書房 1980.1.
著者の栄久庵憲司氏は、キッコーマンの卓上醤油びんのデザイン等を手掛けた著名な工業デザイナー。幕の
内弁当をキーワードに、独自の観点から、造型における日本的な発想とは何か、また、その日本的な造形論
が拓く未来について論じている。

○撮影について
・開催期間中（土曜日、日曜日、祝日を除く。）は午前 9 時から午後 7 時まで取材していただけます。
・ただし、来場者がいる午前 9 時 30 分から午後 6 時の間は、来場者の観覧を優先させていただきます。
（来場者の撮影、周囲に聞こえるような音声を伴う撮影、大人数による撮影等はご遠慮いただきます。）
・照明器具を使用する撮影はできません。
・撮影のために来館される場合は、事前にご連絡くださいますようお願いいたします。

○問合せ先
展示内容について：国立国会図書館関西館 資料展示班 廣田（電話：0774-98-1386）
取 材 申 込 み：国立国会図書館関西館 総務課総務係（電話：0774-98-1224）
※2 ページ目に掲載した画像は当展示会の広報の目的でお渡しすることができます。

画像掲載の際には書誌情報及び当館所蔵であることを明記してくださいますようお願いいたします。




